
和川柳社 /会報（資料版）……………………………………………………………

1

　
　

　
　

現 

代 

の 
落 
首　

―
―
  

大
嘗
祭
考  ―

―

　
　
　
　

・   

大
嘗
祭
と
は
な
に
か
？

　
　
　
　

・   

大
嘗
宮
は
何
故
壊
さ
れ
る
の
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　

再
録
に
際
し
て
。

　

な
か
な
か
分
か
ら
な
い
大
嘗
祭
と
い
う
祭
。 

以
前
東
京

の
『
川
柳
人
』
誌
に
投
稿
し
た
も
の
を
再
掲
し
ま
す
。
執

筆
当
時
か
ら
二
十
九
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

当
時
の
投
稿
名
は
、〝 

周 

立
東 

〞 

で
し
た
。
当
時
、
川

柳
に
疲
れ
て
、「
撤
退
」
し
ま
し
た
。
三
年
前 「
和 

川
柳
社
」

に
復
帰
、
歳
が
重
な
り 

〝 

爺 

〞 

が
付
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
稿
は
、
先
の
平
成
代
替
わ
り
の
時
に
ま
と
め
た
大

嘗
祭
に
つ
い
て
考
察
の
一
端
。
令
和
大
嘗
祭
の
式
次
第
が

進
ん
で
い
ま
す
。
昔
と
変
わ
ら
ず
、
ど
の
局
も
大
嘗
祭
の

真
相
に
触
れ
る
こ
と
は
な
く
、「
秘
儀
」
と
い
う
だ
け
で

ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
。
改
憲
に
向
け
て
ひ
た
走
る
日
本

会
議
・
安
倍
政
権
の
も
と
、
三
権
の
長
が
新
天
皇
に
ひ
れ

伏
す
姿
は
明
治
の
姿
。
日
本
の
天
皇
制
を
再
確
認
し
、
学

ぶ
た
め
に
も
、「
大
嘗
祭
」
の
真
相
を
知
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
と
思
い
、
こ
の
稿
を
再
掲
し
ま
す
。
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 ……………………………………………………………… 現代の落首「大嘗祭考」 

　
　

現 

代 

の 

落 

首

　
　
　
　
　
　
　

―
―

  

大
嘗
祭
考  ―

―

　

落
首
に
共
通
す
る
の
は
、
そ
の
時
代
の
タ
ブ
ー
に

触
れ
た
が
故
に
文
字
に
な
ら
ず
、
埋
も
れ
て
し
ま
う
作

品
で
あ
る
。
思
想
表
現
の
自
由
を
保
証
さ
れ
て
い
る
現

代
で
も
タ
ブ
ー
は
生
き
て
い
る
。
菊
タ
ブ
ー
で
あ
る
。

　
　

大だ
い
じ
ょ
う
や

嘗
夜
据す

え
膳ぜ

ん

永な
が

す
ぎ
て
早そ

う
ろ
う漏

　

こ
の
一
句
を
解
説
で
き
る
人
は
、
大
嘗
祭
に
つ
い
て
の

相
当
な
「
も
の
知
り
」
で
あ
ろ
う
。

　

今
年(

一
九
九
〇
年)

、
大
嘗
祭
が
と
り
お
こ
な
わ
れ

る
。
昨
年
来
、
憲
法
の
政
教
分
離
原
則
を
め
ぐ
っ
て

国
会
で
も
質
疑
が
な
さ
れ
た
が
、
政
府
・
自
民
党
は
国

費
の
大
浪
費
を
決
定
し
た
。
し
か
し
、
国
会
の
論
議
は

大
嘗
祭
に
対
す
る
国
費
の
使
い
方
が
中
心
で
、
大
嘗
祭

と
は
何
な
の
か
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
理

由
の
第
一
に
、
菊
タ
ブ
ー
が
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。
追
及
す
る
側(

野
党)

も
答
弁
側(

政
府)

も
「
大

嘗
祭
は
宗
教
的
色
彩
が
強
い
」
と
い
う
認
識
の
一
致

は
あ
る
も
の
の
、
質
問
も
答
弁
も
抽
象
的
で
あ
っ
た
。

　

戦
前
、
天
皇
問
題
に
触
れ
る
こ
と
は
不
敬
罪
と
治

安
維
持
法
と
で
刑
死
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
天
皇
制
打
倒
を
掲
げ
た
地
下
の
共
産
党
で
す
ら

も
、
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
口
頭
で
言
い
伝
え
た
と
い
う
。

　

大
嘗
祭
と
は
何
か
。
一
般
に
は
「
天
皇
が
即
位
後
、

初
め
て
行
う
新
嘗
祭
。
そ
の
年
の
新
穀
を
以
て
自
ら

天
照
大
神
お
よ
び
天
神
・
地
祇
を
祀
る
大
礼
で
、
神
事

の
最
大
の
も
の
」(

広
辞
苑)

と
い
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
こ
れ
は
大
嘗
祭
を
外
側
か
ら
み
た
一
面
で
あ
る
。

　

古
来
、
天
皇
即
位
か
ら
大
嘗
祭
ま
で
の
天
皇
は
半
天

皇
と
よ
ば
れ
、
半
天
皇
の
ま
ま
死
ん
だ
天
皇
も
い
た
。
半

天
皇
が
天
皇
に
な
る
儀
式
が
大
嘗
祭
で
あ
る
。
祭
に
は
神
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が
必
ず
存
在
す
る
。
信
じ
が
た
い
が
日
本
に
お
け
る
最
大

の
祭
で
あ
る
こ
の
大
嘗
祭
だ
け
は
不
思
議
に
も
祀
ら
れ
る

神
は
文
献
的
に
不
明
で
あ
る
。
名
だ
た
る
神
々
が
神
話
に

登
場
す
る
が
、
大
嘗
祭
の
主
役
で
あ
る
神
の
名
は
な
い
。

　

田
中
初
夫
は
著
書
の
中
で
、「
残
念
な
が
ら
こ
の
神
の
御
名

は
文
献
資
料
を
も
っ
て
し
て
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
。
し
か
し
、こ
の
神
が
大
嘗
祭
の
祭
神
の
主
神
で
あ
る

こ
と
は
疑
い
な
い
」と
述
べ
る(
「
践
祚
大
嘗
祭
」木
耳
社)

。

　

天
皇
の
事
を
韓
国
語
で
は
日
王
、
英
語
で
は
エ
ン
ペ

ラ
ー(

皇
帝)

と
い
う
。
し
か
し
十
六
世
紀
、
フ
ラ
ン
ス

国
王
の
統
治
権
の
正
当
性
に
つ
い
て
王
権
神
受
説
が
あ

る
よ
う
に
皇
帝
は
神
と
は
違
う
。
し
か
し
日
本
の
「
天

皇
」
の
議
論
に
「
王
権
神
受
説
」
な
る
発
想
は
な
い
。

　

三
笠
宮
崇
仁
は
言
う
。「
日
本
の
皇
位
継
承
の
諸
儀
式

の
中
で
最
も
重
要
な
の
が
『
お
ほ
に
へ
の
ま
つ
り(

大
嘗

祭)

』
で
あ
る
。
一
般
に
は
…
…
『
神
人
共
食
儀
礼
』
と
い

わ
れ
て
い
る
。
…
…
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
…
…

こ
の
祭
で
は
…
…
第
一
の
神
座
は､ 

ほ
の
に
に
ぎ
の
み
こ

と
、
つ
ま
り
『
穀
霊
』
が
天
か
ら
下
る
ド
ラ
マ
の
舞
台

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
…
…
穀
霊
だ
け
と
は
言
え
な

い
。
神
話
で
ほ
の
に
に
ぎ
の
み
こ
と
の
子
孫
が
日
本
の

天
皇
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
『
祖
霊
』
が
加

わ
っ
て
い
る
と
見
な
す
べ
き
で
あ
り
…
…
新
帝
が
そ
れ

を
身
に
つ
け
る
こ
と
こ
そ
、
即
位
の
諸
儀
礼
の
中
で
も
っ

と
も
重
要
だ
っ
た
に
ち 

が
い
な
い｣(

「
践
祚
大
嘗
祭
」
田

中
初
夫
著
へ
の
序
）。
こ
こ
で
は
「
大
嘗
祭
と
は
天
皇
が

穀
霊
と
祖
霊
を
身
に
つ
け
る
儀
式
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
に
二
つ
の
「
霊
」
が
登
場
し
た
。
神
と
呼

び
か
え
て
も
い
い
。

 

「
祭
祀
終
了
後
の｢

直
食｣

は
日
本
の
祭
式
の
定
式
で
あ

る
が
、
祭
祀
進
行
中
に
お
け
る
祭
祀
者
の
神
饌
の
共
食

は
重
大
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
祭
祀
者
が
神
饌
を
摂
る
と

い
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
祭
祀
者
が
同
時
に
被

祭
祀
者
、
即
ち
神
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
に

ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
古
代
の
民
俗
、
宗
教
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を
研
究
す
る
吉
野
裕
子
は
指
摘
す
る
（「
大
嘗
祭
・
天
皇

即
位
式
の
構
造
」
弘
文
堂
）。
戦
前
、
軍
国
主
義
教
育
の
中

で
は
天
皇
は
現
人
神
と
教
え
た
よ
う
に
、
天
皇
は
神
と
同

一
な
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
現
人
神
が
天
皇
の
本
質
で
あ

る
。
し
か
し
「
現
人
神
」
は
神
の
名
前
で
は
な
い
。
逆
に

神
の
名
が
「
天
皇
」
で
あ
る
。
前
天
皇
の
死
去
に
よ
り
皇
太

子
が
即
位
し
「(
半)
天
皇
」
に
な
り
、
そ
の
後
「
天
皇
と

い
う
神
」
に
な
る
儀
式
が
大
嘗
祭
で
あ
る
。
こ
の
点
が
国
会

で
も
議
論
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
単

に
宗
教
色
が
強
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
。

　

で
は
天
皇
と
い
う
神
は
何
者
か
。
ま
た
大
嘗
祭
の
ど

の
瞬
間
に
神
と
な
る
の
か
。
大
嘗
祭
の
進
行
を
過
去
の

文
献
に
た
よ
っ
て
子
細
に
追
究
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ

が
、
古
典
の
中
で
、
こ
の
大
祭
の
神
に
つ
い
て
の
記
述

は
『
令
義
解
』
職
員
令
中
の
神
祇
官
の
条
と
神
祇
令
中

の
即
位
の
条
の
二
カ
条
の
み
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
『
宮

主
秘
事
口
伝
』
に
「
大
嘗
会
者
、
神
膳
之
供
進
第
一
之

大
事
也
。
秘
事
也
」
と
あ
る
よ
う
に
一
番
の
重
要
な
と

こ
ろ
が
秘
密
に
さ
れ
、
口
伝
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
た
。

　

前
述
の
田
中
初
夫
は
、
そ
の
神
は
「
天
神
地
祇
・
天

照
大
神
・
天
皇
」
の
三
位
一
体
神
と
推
定
す
る｡ 

吉

野
裕
子
は
田
中
説
を
踏
ま
え
、
古
代
の
政
治
や
習
慣

を
律
し
て
い
た
中
国
か
ら
の
陰
陽
五
行
思
想
、
伊
勢

神
宮
の
伝
承
、
古
代
か
ら
の
琉
球
王
朝
、
中
国
、
朝

鮮
な
ど
の
即
位
の
研
究
か
ら
、
田
中
説
の
天
神
地
祇

を
中
国
古
代
の
全
宇
宙
の
絶
対
神
「
太
一(

た
い
つ

)

」
と
す
る
。「
太
一
」
は
北
極
星
の
こ
と
で
あ
る
。

　

古
代
に
お
い
て
、
北
極
星
と
北
斗
七
星
は
絶
対
的
な
指

針
で
あ
っ
た
。北
斗
七
星
は
北
極
星
を
乗
せ
る
船
で
あ
る
。

大
嘗
祭
で
天
皇
が
着
る
着
物
の
背
に
は
七
つ
の
星
が
描
か

れ
て
い
る
。 

つ
ま
り
大
嘗
祭
で
天
皇
は
、北
極
星(

太
一)

・

天
照
大
神
・
天
皇
霊
の
三
位
一
体
の
神
を
体
内
に
取
り
入

れ
、
自
身
が
三
位
一
体
の
神
・
天
皇
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

大
嘗
祭
の
為
に
特
別
に
総
檜
づ
く
り
の
大
嘗
宮
が

建
造
さ
れ
る
。
そ
の
中
心
は
、
意
外
に
も
御
衾
と
呼
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ば
れ
る
寝
室
で
あ
る
。
布
団
、
御
坂
枕
と
称
す
る

枕
、
畳
が
八
枚
重
ね
ら
れ
た
ベ
ッ
ド
な
ど
が
お
か
れ

て
い
る
。
何
故
、
大
嘗
祭
の
中
心
が
寝
室
な
の
か
。

　

一
般
的
に
は
降
り
て
き
た
神
が
疲
れ
を
癒
す
の

に
こ
の
ベ
ッ
ド
で
仮
眠
を
す
る
の
だ
と
の
解
釈
が
あ

る
。
し
か
し
こ
れ
は
戴
け
な
い
。
余
り
に
も
大
が
か

り
な
儀
式
に
、
仮
眠
な
ど
と
い
う
も
の
は
似
合
わ
な

い
。
神
が
起
き
て
い
る
う
ち
に
「
仕
事
」
を
し
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
実
は
、
こ

れ
以
上
は
文
字
に
出
来
な
い
理
由
が
あ
る
。
様
々
な

研
究
、
資
料
が
あ
る
が
明
確
に
文
字
に
し
て
あ
る
も

の
は
な
い
。
し
か
し
容
易
に
推
定
出
来
る
の
で
あ
る
。

　

古
来
、「
血
分
け
の
儀
式
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。

現
在
で
も
新
興
宗
教
の
あ
る
も
の
に
は
、
宗
祖
が
信
者
と

性
的
な
交
渉
を
し
て
洗
礼
を
授
け
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ

は
血
を
受
け
継
ぐ
き
わ
め
て
厳
粛
な
儀
式
で
あ
る
。
よ
う

す
る
に
大
嘗
祭
は
三
位
一
体
の
神
の
血
を
受
け
継
ぐ
神
聖

な
血
分
け
の
儀
式
で
あ
る
。
そ
の
為
に
ベ
ッ
ド
が
必
要
不

可
欠
の
道
具
と
な
る
。
ま
た
目 

に
見
え
な
い
神
と
ベ
ッ

ド
イ
ン
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
当
然
女
性
の
存
在
が

必
要
に
な
る
。
大
嘗
祭
に
も
サ
カ
ツ
コ
と
呼
ば
れ
る
女
性

が
重
要
な
役
を
演
ず
る
。
そ
の
女
性
は
「
未
ダ
嫁
ガ
ズ
シ

テ 

…
…
… 

」
と
あ
る
よ
う
に
巫
女
で
あ
る
。
た
だ
の
巫

女
で
は
こ
の
重
要
な
大
嘗
祭
に
は
間
に
合
わ
な
い
し
意
味

が
な
い
。
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
サ
カ
ツ

コ
に
神
が
宿
る
と
意
味
さ
れ
る
儀
式
が
、
伊
勢
神
宮
近
く

で
大
嘗
祭
の
数
日
前
に
行
わ
れ
る
。
巫
女
に
三
位
一
体
神

が
大
嘗
祭
の
前
に
「
降
臨
」
し
準
備
が
整
う
。
そ
の
後
、

大
嘗
祭
で
の
ベ
ッ
ド
イ
ン
で
天
皇
が
三
位
一
体
神
と
な

る
。

　

こ
こ
ま
で
読
む
の
に
お
つ
き
あ
い
願
っ
た
方
に
は
、
冒

頭
の
一
句
の
意
味
は
氷
解
す
る
で
あ
ろ
う
。
現
天
皇
は
皇

太
子
時
代
が
長
か
っ
た 

…
…
。　

現
代
に
お
い
て
は
こ

れ
ら
総
て
が
儀
式
化
し
、
象
徴
化
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う

が
、「
秘
事
也
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
と
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い
う
疑
問
と
興
味
が
残
る
。

　

以
上
が
「
宗
教
的
色
彩
が
濃
い
」
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
こ
れ
に
何
十
億
も
の
国
費
が
使
わ
れ
、
大
嘗
宮
は

儀
式
が
終
わ
れ
ば
取
り
壊
さ
れ
る
。
肯
定
的
に
考
え

れ
ば
、
こ
の
大
嘗
祭
は
日
本
古
代
民
俗
の
生
き
た
例

証
で
あ
る
。
各
地
の
有
形
無
形
の
民
俗
風
習
保
存
に

公
費
が
使
わ
れ
る
の
に
誰
も
異
議
を
と
な
え
な
い
だ

ろ
う
か
ら
、
そ
の
延
長
上
で
考
え
れ
ば
、
こ
の
大
嘗
祭

も
規
模
を
大
幅
に
縮
小
し
（
た
と
え
ば
大
嘗
宮
の
ミ
ニ

チ
ュ
ア
を
造
り
）、
国
立
民
俗
博
物
館
の
主
催
で
行
う

な
ら
ば
公
費
の
支
出
も
筋
が
通
る
。
勿
論
「
秘
事
」
も

事
細
か
に
あ
き
ら
か
に
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

な
お
、
冒
頭
の
句
の
作
者
名
は
伏
せ
る
。
銃
弾
で
お
見

舞
い
さ
れ
て
は
た
ま
ら
な
い
。（
了
）　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
川
柳
人
」
掲
載 　

1990.5

参考資料

「別冊歴史読本」
「図説天皇の即位礼と大嘗祭」（新人物　往来社）
「日本古代の王権と祭祀」（井上光貞東京大学出版会）
「東アジアにおける儀礼と国家」（共著　学生社）
「大嘗祭／天皇即位式の構造」（吉野裕子　弘文堂）
「古代天皇家の渡来  崇神･応神･継体の謎を解く」
　　　　　　　　　　　　（渡辺光敏　新人物往来社）
「日本の歴史」（小学館）
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現
代
の
落
首
・
大
嘗
祭
考 

��
�
�
�

�
�
�

大
嘗
宮
�
�
�
壊
�
�
�
�
�
？

周 

立
東
爺

　

29
年
前
に
書
い
て
再
録
し
た
「
大
嘗
祭
考
」
の
論
旨
は
、

「
即
位
し
た
新
天
皇
が
、
ベ
ッ
ド
の
あ
る
部
屋
に
御
巫
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
も
に
一
晩
こ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
、秘
儀
を
行
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

先
帝
と
天
照
大
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
北
斗
七
星
の
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
の
霊
を
身
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
、
文
字
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〝 

天
皇 

〞と
い
う

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
位
一
体
の
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
神
に
な
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
を
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
嘗
祭
の
実
相

建築費 27 億円の大嘗宮

皇
を
神
格
化
し
大
規
模
な
も
の
に
し
た
。新
憲
法
下
で
は
、

古
来
の
よ
う
に
質
素
に
す
べ
き
だ
っ
た
が
、
憲
法
改
正
を

党
是
と
す
る
自
民
党
政
権
は
、
天
皇
を
政
治
利
用
す
べ
く

邁
進
す
る
。

　

今
回
の
大
嘗
宮
建
築
費
は
、
予
算
で
前
回
の
22
億
余
円

は
、
単
な
る
「
豊
作
を
祝
う
農
耕
儀
礼
」
で
は
な
く
、
明

ら
か
な
「
宗
教
儀
式
」
で
あ
る
。　

当
時
、
新
憲
法
で
初

と
な
る
象
徴
天
皇
に
よ
る
大
嘗
祭
だ
っ
た
た
め
、
憲
法
20

条
が
定
め
る
「
政
教
分
離
」
に
違
反
す
る
と
し
て
違
憲
訴

訟
が
各
地
で
相
次
ぎ
、
一
九
九
五
年
に
は
原
告
の
訴
え
こ

そ
棄
却
さ
れ
た
も
の
の
、
大
阪
高
裁
が
「
政
教
分
離
規
定

違
反
の
疑
い
を
一
概
に
否
定
で
き
な
い
」
と
指
摘
し
て
い

る
。

　

そ
の
現
場
、
大
嘗
宮
は
終
わ
る
と
す
ぐ
壊
さ
れ
る
。
不

思
議
で
あ
る
。
調
べ
る
と
、
元
来
、
一
夜
の
特
別
な
祭
り

の
た
め
儀
式
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
撤
去
す
る
簡
素
な
建
物

だ
っ
た
。
し
か
し
富
国
強
兵
策
を
進
め
る
明
治
政
府
は
天
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か
ら
増
え
、
27
億
余
円
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
昨
年
、
皇
室
側
の
意
志
が
示
さ
れ

た
。
天
皇
弟
の
秋
篠
宮(

文
仁)

が
誕
生
日
の
記
者
会
見
で

述
べ
て
い
る
。（2018/11

）

　

�大
嘗
祭
�
�
�
�
�
�
�
�
�
皇
室
�
行
事
�
�
�
行

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
意
味
�
宗
教
色
�
強
�
�
�

�
�
�
�
�
�
私
�
�
�
宗
教
色
�
強
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
国
費
�
賄
�
�
�
�
適
当
�
�
�
�
？
� 

　

と
疑
問
を
出
し
、
政
府
に
再
考
を
求
め
た
。
明
ら
か
に
新

天
皇
の
意
志
を
代
弁
し
た
も
の
で
、
議
論
の
き
っ
か
け
に
し

て
経
費
削
減
に
も
つ
な
が
っ
た
。
し
か
し
安
倍
総
理
は
そ
れ

を
無
視
し
た
。
こ
こ
で
は
っ
き
り
し
た
の
は
、
憲
法
�
守

�
�
�
�
�
�
�
皇
室
�
�
憲
法
違
反
�
天
皇
�
政
治
利

用
�
�
�
�
安
倍
政
権
�
�
�
こ
と
だ
。
そ
こ
で
一
句
。

　

改
憲
�
睨
�
現
人
神
�
�
�
計
算

　

さ
て
、
こ
の
稿
は
、
大
嘗
祭
が
明
け
た
後
、
一
般
に
公

開
し
た
後
に
解
体
さ
れ
る
「
大
嘗
宮
」
が
、
な
ぜ
破
壊
さ

れ
る
の
か
の
疑
問
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。

　

以
前
に
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
、
内
容
は
承
知
し
て
い
た

が
、
今
回
、
あ
ら
た
め
て
調
べ
直
し
、
資
料
で
補
強
し
た
。

　

中
世
に
作
ら
れ
た
法
律
？
『
延
喜
式
』
と
い
う
も
の

が
あ
る
。
九
〇
五
年
（
延
喜
五
年
）、
醍
醐
天
皇
の
命
に

よ
り
藤
原
時
平
ら
が
編
纂
を
始
め
、『
弘
仁
式
』『
貞
観

『
延
喜
式
』
写
本

式
』
と
改
訂
を
重

ね
、九
六
七
年（
康

保
四
年
）
よ
り

施
行
さ
れ
た
と
い

う
。 

全
50
巻
、
約

３
３
０
０
条
か
ら

な
る
膨
大
な
も
の

で
あ
る
。

　

日
本
の
社
会
・

皇
室
�
意
志
�
明
確
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文
化
に
お
い
て
、
人
々
の
日
常
行
動
を
拘
束
し
て
い
た
基

本
的
観
念
の
一
つ
が
、「
穢け

が

れ
」
で
、『
延
喜
式
』
に
「
穢
」 

に
つ
い
て
、
詳
細
に
記
録
し
、
平
安
貴　

族
社
会
の
中
で
、

生
き
て
い
た
。

　
『
弘
仁
式
』
に
は
、
人
の
死
と
産
、
六
蓄
の
死
と
産
、

そ
の
肉
を
食
う
こ
と
、
喪
を
弔
う
こ
と
、
病
人
の
見
舞
い

に
行
く
こ
と
が
「
触し

ょ
く
え穢

」
と
し
て
細
か
く
定
め
ら
れ
、
貴

族
の
行
動
を
決
め
て
い
た
。

　

こ
の
「
穢
れ
」
は
、死
な
ら
感
覚
的
に
分
か
り
易
い
が
、

「
産
」
に
つ
い
て
も
血
が
関
わ
る
こ
と
で
、「
穢け

が

れ
」
と
つ

な
が
る
。

　

詳
細
は
省
く
が
、
人
間
に
限
ら
ず
、
牛
や
犬
、
動
物

の
死
な
ど
に
接
し
た
と
き
は
祭
事
が
中
止
に
な
っ
た
り

（
死し

え穢
）、
中
宮
の
御
産
で
、
産さ

ん
え穢

が
天
下
に
蔓
延
し
た
と

あ
り
、「
穢け

が

れ
」
が
災
い
を
起
こ
す
と
さ
れ
て
忌
み
嫌
う

文
化
が
政
治
と
一
体
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
「
産さ

ん
え穢

」
に
注
目
で
あ
る
。
大
嘗
祭
は
、　
「
天
皇

　↑ 京都福知山の太原の産屋
 ↑ 産屋の内部

浜
松
の
産
屋

各地に残る産屋
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神
」
が
誕
生
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
る
と
大
嘗
宮
は
天
皇

の
産う

ぶ
や屋

と
な
る
の
で
あ
る
。
誕
生
に
は
「
産
穢
」
が
つ
き

ま
と
う
。

　

古
来
、
こ
の
産
屋
は
ど
の
よ
う
に
造
ら
れ
て
き
た
か
。

　

東
北
地
方
に
残
る
産
屋
を
調
べ
た
「
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
研
究
報
告
」
や
、
参
考
資
料
な
ど
で
、
産
屋
と
大
嘗

宮
の
繋
が
り
が
伝
承
と
共
に
浮
き
上
が
る
。
し
か
し
ど
の

資
料
も
直
接
的
な
記
述
は
極
少
な
く
、
理
解
に
は
古
代
か

ら
の
「
穢け

が

れ
思
想
」
の
理
解
な
ど
コ
ツ
が
必
要
で
あ
る
。

　

地
方
に
よ
り
様
々
で
あ
る
が
、
古
い
使
い
方
は
、
や
は

り
「
産
穢
」
の
た
め
、
解
体
、
消
却
し
て
い
る
。
こ
れ
が

大
嘗
宮
の
原
型
と
考
え
ら
れ
、
民
主
主
義
国
家
と
な
っ
た

現
代
に
も
生
き
て
い
る
。
大
嘗
祭
は
こ
の
「
宮
」
の
解
体

を
も
っ
て
完
了
す
る
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
（
了
）

　

参
考
資
料

『
産
屋
習
俗
の
終
焉
過
程
に
関
す
る
民
俗
学
的
研
究
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

( 

板
橋
春
夫
）

『
大
嘗
祭 

天
皇
即
位
式
の
講
造
』(

吉
野
裕
子)

『
大
嘗
祭
の
本
義
』(

折
口
信
夫)

『
天
皇
と
宮
中　

祭
祀
』（
山
折
哲
雄
）

『
大
嘗
祭
と
古
代
の
祭
祀
』（
岡
田
荘
司
）

『
古
代
日
本
の
穢
れ
・
死
者
・
儀
礼
』（
尾
留
川
方
孝
）


